
 

 

特 集 子どもの最善の利益 
世界の児童と母性 第 75 号／ 2013 年 10 月 

 

Ⅰ．総論／「子どもの最善の利益」とは何か  

子どもの最善の利益と社会的養護の課題………関西大学 教授 山縣文治   

「児童の最善の利益」について ………神奈川県立保健福祉大学 教授 新保幸男  

国連勧告に見る「子どもの最善の利益」の現状…………ARC 代表 平野裕二  

子どもの最善の利益に適った児童福祉システムの再構築 ……日本女子大学 教授 林 浩康  

 

Ⅱ．当事者の参画と現場における取り組み  

最善を導く「当事者の声」―愛媛県中予児童福祉施設会高校生交流会での試み 

……………………………………………………児童養護施設三愛園 施設長 杉山 洋  

子どもの最善の利益のために―当事者団体の役割と展望……CVV スタッフ 中村みどり 

個別救済から社会を問う―子どもの人権オンブズパーソンの実践をてがかりに 

 …大阪大谷大学教育学部 教授、川西市子どもの人権オンブズパーソン 前代表 桜井智恵子 

親の離婚・再婚時と「子どもの最善の利益」   ………… NPO 法人 Wink 理事長 新川明日菜   

児童相談所における子どもの最善の利益の保障   ……厚生労働省 児童福祉専門官 川松 亮  

子どもの司法面接―子どもの最善の利益を守るために …立正大学心理臨床センター  田中周子  

児童養護施設における子どもの権利擁護 

 ―神奈川県の子ども人権審査委員会におけるシステムアドボカシーの取り組みから   

神奈川県立ひばりが丘学園 園長 加藤芳明  

文部科学省初等中等教育局 教科書調査官 山屋春恵  

子どもの進路決定における「子どもの最善の利益」と自己決定の尊重  

………………………児童家庭支援センター 一陽・児童養護施設 一陽 統括所長 橋本達昌   

子どもの尊厳と生活を守るために―子どもセンターてんぽの取り組み  

…………………特定非営利活動法人 子どもセンターてんぽ 事務局長、弁護士 高橋 温 

 

Ⅲ．国内外の動向  

子どもの最善の利益を保障する理念・施策の現代化の課題―英国の取り組みを通して 

………………………………………………………京都府立大学 教授 津崎哲 

アメリカでの DR モデルの展開と『子どもの最善の利益』  

…………………………………………神戸女子短期大学 准教授 畠山由佳子  

まちづくりに子どもの声を―子ども参画の取り組みの中から 

…………………………………………………… 千葉大学大学院 教授 木下 勇  


